
　　　　　年　　　月　　　日

1.市場プレゼンス計数

　(1)取引高、取引先数

単位:億円

取引高累計

うちブローキング

注) ・取引高は引受取引、購入に係る成約高（額面・約定ベース）。現先取引は含まない。ブローキングに伴う引受は含む。

・ブローキングの取引高とは、発行日当日に投資家等への売却約定の成約高（額面・約定ベース）
・ＡＢＣＰは、上記計数には含めない。
・ブローキング取引の計数上の区分が困難な場合には、売却金額を記載する。オペ・現先含まない。

取引先数

注) ・一般事業法人とのディラー契約締結社数

　(2)レート情報の市場参加者への提供状況

　①提供状況（該当区分にチェック）

新規発行等の情報を毎営業日提供している。

販売した短期社債の時価情報を提供している。（提供が可能である）※頻度月次

　②前項いずれかに該当する場合、提供しているレート情報の具体的な内容を以下に示して下さい。

　③その他定期的に提供可能な情報等ございましたら具体的に示して下さい。

2.連絡先(優先順位を付け2名まで記入)

( ) ( )
( ) ( )

@ @

<応募等に関する照会先>
株式会社日本政策投資銀行　財務部　市場業務班　武者・松山

TEL: 03-6311-8575

e-mail

郵便番号・住所

役職
氏名

電話番号
ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

2009/4～2010/3

危機対応業務短期社債取引参加に関する申請書

申請者名:

部署
第1順位 第2順位

提供内容の概要ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ要否、情報ﾍﾞﾝﾀﾞｰ画面ｺｰﾄﾞ等提供媒体

今般、貴行との短期社債取引に参加するため、以下の内容にて申請いたします。尚、申請内容に関して

照会があった場合には、支障のない範囲で追加情報等の提供を行います。


	D選定（記入例）

